
［ 直前理事長兼５５周年特別委員長］ 河合 崇晴
東海青年会議所は本年度創立５５周年の節目を迎えることができました。これもひとえに地域の皆様をはじめ行政、関係諸団体の皆様、諸先輩方のおかげで

あると心より深く感謝申し上げます。まず。直前理事長として、理事長のサポートをすると共に、良き相談役として努めて参りたいと思います。

また、本年度は55周年特別委員長という大役も仰せつかりました。私もメンバーとしてこの東海青年会議所の創立５５周年に関われることを誇りに持ち、本年度

やり切りたいと思います。

本年度は2つの大役を仰せつかりましたが、直前理事長兼５５周年実行委員長として、これまで学んできた事をメンバーにしっかりと伝え、次世代の育成にも注

力していきたいと思います。一年間よろしくお願いいたします。

［ 監事 ］ 佐藤 弘幸
今年度で青年会議所を卒業することになりますが、監事という

大役をお預かりすることとなりました。１３年の青年会議所活動

の中、コロナ禍を経験し、入会してから時代が目まぐるしく変化

しました。その中で自分の経験、気づき、感じたことを監事とし

てLOMに伝え、攻めと守りのLOMにしていきたいと思います。

どうぞ一年間よろしくお願いいたします。

［監事 ］ 加古 雅士
JC生活最後の年に監事という大役を務めさせていただける事

に、役を与えていただいた松田理事長と、これまでの成長の機

会を与えていただいた先輩諸兄に感謝いたします。

この1年で何を伝える事が出来るのか、一生懸命迷いながら、

緊張しながら、務めさせていただきます。

［ 副理事長］ 小野 久仁陸
新型コロナウイルスの影響も少しずつ落ち着いてきましたが、

様々なことに変化が生まれました。しかし、その中でも「人との

繋がり」、これだけは変化はしないと思います。繋がり方に様々

な形はあれど、本質は変わりません。本年度は「繋がり」を意識

し、後進達に大切さを伝えていけるよう尽力していきたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

［ 副理事長 ］ 浅田 優二
私自身、青年会議所に入会し、この場所に身を置くことによっ

て、時に刺激を受け、時には葛藤することもありましたが、自分

自身の成長を肌で感じております。今年度は自分が身に着け

たことを皆様に伝えることが自分の役割だと考えます。副理事

長という大役を全う出来るよう一年間頑張って参りますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

［副理事長 ］ 蟹江 直矢
本年度重役をお預かりさせていただきます。常に目的意識を念

頭に置き、物事の本質と向き合うことで、関わるすべての方々と

ともに成長する1年にしていきます。担当委員会メンバーはもち

ろんのこと、ＬＯＭ全体発展と成長に尽力して参ります。一年間

宜しくお願いいたします。

［事務局］ 山口 陽平
組織を支える屋台骨の事務局として厳格にかつ、今まで築いて

きた古き良き慣習は変えずブラッシュアップを行い固定概念にと

らわれず応用力があり時代に合った事務局運営を行って参りま

す。一年間を通し他の委員会と協力し、会員が活動しやすい事

務局運営を行って参ります。一年間よろしくお願いいたします。

［ 会員拡大委員会 ］ 小島 美弥子
本年度拡大委員会委員長を仰せつかりました。この55年の歴史

ある青年会議所である記念となる年にこのような大役を任せて

いただき私自身身の引き締まる思いです。LOMの先輩方、委員

会メンバーの力を借りながら今年一年拡大を盛り上げていきた

い所存で御座います。どうぞ宜しくお願いいたします。

［ 青少年強育委員会 ］ 渡邊 泰佑
8月の青少年強育事業では、他地域、他団体と連携し、色々な原

体験を通して、子ども達に夢の大切さを伝える事業を行い、我々

メンバーにも学びを得られる体験とし、より良い団体を目指し、ま

ちの子ども達に成長する機会を与えられるよう尽力して参ります。

どうぞよろしくお願いいたします。

［ 広報渉外委員会 ］ 照喜名 勇
本年度広報渉外委員会委員長を任命していただきました。東海

青年会議所の歴史の中でこの５５周年という記念すべき年度に、

このような大役を任せていただきありがとうございます。一年間

精一杯努めて参ります。どうぞ宜しくお願いいたします。
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［ ２０２３年度理事長 ］ 松田 隆司
平素は、当青年会議所の活動に対し、行政並びに各関係諸団体、地域の皆様のご理解、ご協力 を賜り

誠にありがとうございます。新型コロナウイルスの影響も、まだ終息とは言えませんが、少しずつ以前の

ように活動ができるようになってきております。我々東海青年会議所は皆様のおかげをもちまして、本年

度55周年を迎えることができました。本年は「Ｇｉｖｅ ａｎｄ Ｇｉｖｅ～夢を描ける東海へ～」をスローガンに掲

げ、我々の運動の一つ一つが皆様の意識の一端に残る、そんな事業を発信、展開していきたいと思いま

す。我々から、このまちを良くしたいという意識を伝え、それが皆様へ伝播し、一つ一つ積み重ねることが

できれば、このまちにイノベーションを起こすことができると確信します。それが、このまちが持続可能な

豊かな未来につながると信じております。今年度も我々、東海青年会議所の活動にどうぞご期待ください。

ス タ ッ フ ＆ 委 員 長 紹 介
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～夢を描ける東海へ～ 発行所／広報渉外委員会

［ 専務理事 ］ 安藤 康之
本年度専務理事という大役を仰せつかり身の引き締まる思い

です。メンバー全員が同じ方向へ足並みを揃えて進んでいける

ように、メンバー間の連携を密にし、組織の円滑な運営のサ

ポートを心掛けていきます。また、関係諸団体、各地会員会議

所、特別会員の皆様とのご縁に感謝し、LOMの窓口として努め

て参ります。一年間どうぞよろしくお願いいたします。

ま ち



例会報告

出 向 者 紹 介

1月11日

１月例会 「新年会」

担当：広報渉外委員会

愛知県のＪＣメンバーが一同に

集まるこの会議では、愛知県と

いう県を我々の力でどのように

魅力的な県にしていくか。２０２

３年度愛知ブロック協議会会長

杉浦晴太郎君をはじめとする

愛知ブロック協議会のメンバー

の意気込みが伝わり、我々も

胸が熱くなりました。

本年度はストリングスホテルにて3年ぶりに対面

にて新年会を開催しました。多くの来賓の方々、

また特別会員の皆様にご出席いただき誠にあ

りがとうございます。

第55代理事長松田隆司君の力強い所信表明を

聞き一年の幕開けと供に身の引き締まる思い

になれたと感じます。一年間という長いようで短

いこの期間を記念に残るような一年間にしたい

と思います。

本年度も確実に前進して参りますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

本例会では、夢を持つことの意義や大切さを学

ぶことができました。

人は夢を持つことによって目標ができ、それを

叶えるために頑張ることができます。夢を叶える

ためにどのようにすればいいのか？大谷翔平さ

んも行っていたマンダラチャートを用いて自分た

ちの夢を叶えるための目標を具体的にすること

ができました。

「人生が夢をつくるんじゃない 夢が人生をつく

るんだ！」この言葉を胸に自分の夢に向かって

邁進していきたいと思います。

２月例会 「名古屋会議」

担当：会員拡大委員会 2月1１日

２０２３年度事務所開きを執り行いました。 本

年度１年間の安全と全事業の成功を祈願いた

しました。事務局開きを迎え２０２３年度東海青

年会議所は本格的にスタートいたします。一年

間精一杯邁進する所存でございます。また、本

年度は東海青年会議所創立５５周年を迎える

にあたり、２０２３年度のスローガン「Give and 

Give ～ 夢を描ける東海（まち）へ ～」のもと、

持続可能な豊かな未来を描けるよう感謝の想

いを覚悟に変え活動を行って参ります。

事務局開き
1月6日

定時総会 1月25日

定時総会当日は、寒波による天候不良により

急遽ZOOMを活用したWEB上での定時総会と

なりました。総会は理事メンバー以外が運営に

意見を言える貴重な場でもあります。少しでも

東海青年会議所を良くするために様々な意見

がでました。

多くのメンバーのご協力とご参加により、２０２

２年度の活動を締めくくり、２０２３年度をスター

トすることができました。

事業報告

本年度の知多５ＪＣ合同例会は｛先人たちに

学ぶ日本の心」と題しまして、公益財団法人

修養団より寺岡賢先生を講師としてお招きし、

日本人の心について講演していただきました。

日本人の心の中にある他人を思いやる利他

の精神や祈りを捧げる意味など我々がこの先

忘れてはならない、また伝えていくべき日本人

の心について学べるよい機会になりました。

東海青年会議所より蟹江簾士君が委員長とし

て出向しており、彼や委員会メンバーの頑張り

が伝わる良い例会だったと思います。

３月例会「人生が夢をつくるんじゃない 夢が人生をつくるんだ！」

担当：青少年強育委員会 ３月１5日
５月例会 知多５ＪＣ合同例会「先人たちに学ぶ日本の心」

担当：青少年強育委員会 ５月３１日

京都会議

知多5ＪＣ 公式訪問

第1回新入会委員オリエンテーション 第2回新入会員オリエンテーション

3月7日

1月20日～1月22日

4月14日

第１回新入会員オリエンテーションが行われまし

た。入会員予定者の方たちも参加し、講師として

公益社団法人春日井青年会議所の浅利麻衣君

をお招きしご講話いただき、各々でｖｉｓｈｏｉｎワー

クシートの作成をいたしました。３分間スピーチ

では対面で行えた事業として久しぶりの内容で

大盛り上がりで終えることができました。このま

まオリエンテーション２、３回へと繋いでいけるよ

うにして参ります。

知多市勤労文化会館にて愛知ブロック協議

会２０２３年度知多５ＪＣ公式訪問が行われま

した。

全体会議では愛知ブロック協議会の各委員

会より事業方針説明がありました。

また、知多５ＪＣの各青年会議所の専務理事

から事業方針が発表されました。東海青年会

議所からは安藤康之専務理事が事業方針を

力強く発信させていただきました。

京都の地にて公益社団法人日本寧年会議

所２０２３年度会頭である麻生将豊君の力

強い決意を聞いて参りました。我々もこの決

意を胸に留め１年間力強く活動して参りま

す。

また、３年ぶりに友好ＪＣである公益社団法

人米沢青年会議と合同懇親会も行うことが

できました。今後も友好ＪＣとして一緒に活

動できる様、お互いに親睦を深めることがで

きました。

写真

写真

５月21日

第２回新入会員オリエンテーションでは、ＪＣ

の３原則の一つで会る「奉仕」にスポットを当

てて事業を行いました。市内の児童養護施設

にお邪魔させていただき、施設の児童たちと

一緒に施設の草刈りや掃除などを行いました。

その後のバーベキューにて児童たちの笑顔

が見られて、新入会員もＪＣがどのような事業

を行って地域に貢献しているかを少しながら

分かっていただけたと思います。

一般社団法人東海⻘年会議所 2023年度8月例会「55周年記念事業 みんなでスクラム!夢にトライ!!」のご案内

一般社団法人東海青年会議所５５周年記念事業として、青少年育成事業を開

催いたします。

東海市民の子どもたちと東海市の姉妹都市である岩手県釜石市へ赴き、２０１

１年３月１１日の東日本大震災での出来事を現地で学び、様々な原体験を通じ

て物事を深く知ることで見聞を広めてもらうと共に、自身に多くの可能性を見出し

てもらう事業となっています。

現在の子どもたちが知らないであろうこの大きな出来事を強烈なインパクトとし

て印象に残すことで、姉妹都市である東海市と釜石市との関係性の意味を深く

知ると共に、子どもたちに生きる活力を、夢を大切にする心を育んでいただけた

らと思います。

ご参加お待ちしております！

出向メンバーには東海の良さを存分に発揮してもらい、頑張ってきていただきたい

と思います。
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●正副理事長・監事・無任所理事・特別理事                 ●広報渉外委員会    ●事務局

●５５周年特別委員会  ●会員拡大委員会 ●青少年強育委員会

理事長 松田 隆司 三誠(株)

直前理事長 河合 崇晴 (有)京都工業所

監事 佐藤 弘幸   津軽建工

監事 加古 雅士 (有)ノンナ カコーレ

副理事長 小野 久仁陸 (有)グランツ

副理事長 浅田 優二 浅田建設(株)

副理事長 蟹江 直矢 (株)たつえ

専務理事 安藤 康之 壽屋(株)

無任所理事 川上 俊之      (有)与古田産業

特別理事 大村 剛弘      (株)オームラ組

特別委員長 河合 崇晴 (有)京都工業所

委員       中村 洸太 (株)コウケン

委員 永井 達也 東福瓦斯興業(株)

事務局長 山口 陽平 三井住友海上エイジェン･シーサービス(株)

事務局次長 今枝 亮太 アールアイメディア

委員 渡部 祐太 (株)小島組

委員 蟹江 廉士 (株)人形のかに江

幹事 磯部 浩太郎 (株)磯部組

委員長 照喜名 勇 共立建設

副委員長 横井 誠 (株)at home イノベーション

委員 新垣 浩助 Pub CLAN

委員 渡邊 明博 KWエクステリア(株)

委員 金子 隆 牛ざんまい東海店

幹事 河野 真平 宗教法人 龍雲院

委員長 小島 美弥子 明治安田生命保険相互会社

副委員長 山本 美希 YOSAPARK Ｓｅａ

理事 夏目 唯 (有)メガネのジンノ

委員 阿知和 宏樹 阿知和建装

委員 山口 マヤ マヤネイル

幹事 片桐 乾次郎 マーケティング マフィア

委員長 渡邊 泰佑 渡邊美装

副委員長 薦田 雄哉 朝日生命

委員 小塚 淳美 鍼灸 TAKA

委員 木村 譲二 トライクテスト(株)

委員 中野 元気 (株)中野築炉

委員 山内 あかね 夜間託児所 星の園

幹事 松尾 健太郎 松尾建設

幹事 小島 亘太郎 小島食品製造(株)

出 向 者 紹 介

東海青年会議所は、志高く一緒に活動をしていく仲間を募集しています。青年会議所は会議所内の仲間力も高く、地域との連携をとり素敵な東

海市を作るために尽力していく団体です。その中の活動によって自分自身の自己成長にもつながっていく経験のできる場所です。まちづくりを

通して老若男女地域の方々と繋がることができます。これは青年会議所でしか経験できない魅力です。

青年会議所の活動を実際に体験していただいて魅力や、可能性を知っていただける機会も設けておりますので、ぜひ一度足を運んでいただき

体験してみてください！きっと素敵な仲間が、見つかるはずです！お待ちしております。

これまでの経験を発揮するべく、日本青年会議所に防災減災を職務とする委員会の副委員長として出向させてい

ただきます。壮大な事業に国家観をもって目的を達成すること、出向での学びをLOMと共有すること、全国のメン

バーとLOMメンバーをつなぐ架け橋になることをこの出向で目指しています。

東海青年会議所から出向する６名のメンバーと共に高いところから広い世界を見ようとそんな感動を分かち合え

る素晴らしい一年にしたいです。

川上 俊之

会 員 募 集 に つ い て

毎年同じような記事が並んでいますが、それは青年会議所が一年間単位で活動しているからであります。一年一年その年の良さが

あり色があります。この広報誌を制作する意味は、その年その年の魅力を皆さまに伝えることだと思います。

我々青年会議所がどのような活動を行っているかを皆さまに知っていただき、少しでも興味をもっていただきたく思います。

これからも皆様に分かりやすい情報を伝えていきたいと思いますのでよろしくお願い致します。
広報渉外委員会

委員長 照喜名 勇

公益社団法人 日本青年会議所 国家グループ 強くしなやかな国土創造委員会 副委員長

E-mail/tokaijc@ma.medias.ne.jp

http://www.tokaijc.sakura.ne.jp
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公益社団法人 日本青年会議所

 国家グループ

［強くしなやかな国土創造委員会］

副委員長：川上 俊之

小幹事 ：中野 元気

委員 ：佐藤 弘幸

委員 ：蟹江 廉士

委員 ：片桐 乾次郎

委員 ：河野 真平

委員 ：磯部 浩太郎

公益社団法人 日本青年会議所 東海地区 愛知ブロック協議会 ブロックアカデミー委員会
委員：片桐 乾次郎 委員：河野 真平 委員：磯部 浩太郎 委員：松尾 健太郎

委員：小島 亘太郎 委員：山口 縁 委員：吐合 亮平

知多5JC連絡協議会

［知多半島委員会］

顧問 ：河合 崇晴

委員長 ：蟹江 廉士

総括幹事：渡部 祐太

委員 ：佐藤 弘幸

委員 ：加古 雅士

委員 ：小野 久仁陸

委員 ：阿知波 宏樹

委員 ：永井 達也

委員 ：中野 元気

公益社団法人 日本青年会議所 東海地区 愛知ブロック協議会 観光都市あいち推進委員会 副委員長

横井 誠
２０２３年度愛知ブロック協議会に出向させていただき、理事長をはじめメンバーの皆様ありがとうございます。楽し

く活動できると思い出向しましたが、厳しさや難しさ、仲間をまとめる力など色々勉強させてもらっています。愛知県

中に仲間をつくろうって気持ちで積極的に参加させていただいております。愛知ブロック協議会で経験できる事を

しっかりと活かしていけるよう頑張って参ります。

残り５ヶ月全力で楽しみ、少しでも自分が成長できるように取り組んで参りたいと思います。

会員拡大委員会

委員長 小島 美弥子

公益社団法人 日本青年会議所

東海地区 愛知ブロック協議会

［観光都市あいち推進委員会］

副委員長：横井 誠     

委員 ：加古 雅士

委員 ：小野 久仁陸

委員 ：中村 洸太

委員 ；渡邊 泰佑

委員 ：今枝 亮太

知多５ＪＣ連絡協議会 知多半島委員会 委員長

蟹江 廉士
２０２３年度知多半島委員会委員長という大役を仰せつかり大変身の引き締まる思いでございます。

知多半島委員長という大役を受けさせていただいた時は正直不安の方が大きかったです。しかし、自分を信じて任

命していただいた松田理事長の為にもしっかりとこの大役を務めて参ります。また、この経験がいろいろな場所で発

揮できるようにしていきたいと思います。

より良い知多半島を創造すべく「知多５は一つ」の言葉を合言葉に、委員会運営を通じて、学び多き合同例会を構

築して参ります。

らと思います。


